
「学校教育目標・めざす生徒像」と「Hirakata 授業スタンダード：５C」との相関 

「自立・自律的に物事を考え行動し、他者と共生し、何事にもチャレンジできる生徒の育成」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

   

課題や目的を解決するための柔軟なアイディアを表現します。また、アイデ

ィアを相手と共有することで、より深まりのあるアイディアを創り出します。 

（１）自ら学び、考え、行動できる生徒     【自立・自律】 

（２）仲間とともに学び、考え、行動できる生徒   【共生】 

（３）勇気をもってチャレンジできる生徒    【チャレンジ】 

「じりつ（  

Creativity：クリエイティビティ・創造 

物事を多面的な視点でとらえながら、調べた内容や相手の意見等の情報

を正しく判断するために、その理由や事実に矛盾がないかどうかについて、自

ら考え、分析し、判断します。 

Critical thinking：クリティカル シンキング・思考判断 

課題を解決したり目的を達成したりするために、自分と異なる考え方を持

つ人を尊重し、認め合いながら協力して取り組みます。 

Collaboration：コラボレーション・協働 

相手の立場を意識しながら、自分の考えを相手にわかりやすく、効果的に

伝えます。また、相手の意見や考えを正しく理解するために聴きます。 

Communication：コミュニケーション・意思伝達 

学校生活の中で、課題を解決したり、目的を達成したりす

るために、困難な問題や未経験のこと等に積極的に取り組み

ます。また、自分自身で新たな課題を発見します。 

Challenge：チャレンジ・挑戦 

＜めざす生徒像＞ 

令和５年度 学力向上 研究テーマ 

『自ら考え、判断し、学ぶことのできる生徒の育成 

～対話でつながる授業を通して～』 
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